
12月8日 木 本会議① 一般質問
12月9日 金 本会議② 一般質問
12月12日 月 本会議③ 一般質問
12月13日 火 本会議④ 議案上程
12月14日 水 総務文教委員会 議案審査
12月15日 木 福祉健康委員会 請願5件
12月16日 金 経済建設委員会 議案審査
12月21日 水 予算審査、議運など 補正予算
12月23日 金 本会議⑤ 採決

12月議会の日程 予
算
議
会
の
前
哨
戦
と
し
て
の
12
月
が
始
ま
り
ま

す
。
日
本
共
産
党
は
、
物
価
高
騰
の
下
で
く
る
し
む

市
民
の
く
ら
し
を
ま
も
り
統
一
協
会
と
の
決
別
を
求

め
一
般
質
問
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
議
会
の
傍
聴
に
お

こ
し
く
だ
さ
い
。
Ｋ
Ａ
Ｔ
Ｃ
ｈ
放
映
は
12
月
16
日
㈮
、

20
日
㈫
、
21
日
㈬
に
地
上
波
１
１
２
Ｃ
Ｈ
で
放
映
さ

れ
ま
す
。

岡
本

守
正
議
員

12
月
８
日
㈭

４
番
目

１
．
市
民
病
院
を
市
民
の
た
め
に

⑴
市
民
病
院
の
コ
ロ
ナ
対
策
の
現
状
、
第
８
波
や

今
後
の
新
た
な
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
つ
い
て
。

⑵
コ
ロ
ナ
検
査
を
い
つ
で
も
だ
れ
で
も
無
料
で
、
定

期
的
に
行
え
る
よ
う
な
体
制
を
。

⑶
要
介
護
者
、
障
害
者
家
族
が
感
染
し
た
場
合
の
入

院
ベ
ッ
ド
の
確
保
を
。

⑷
国
の
公
的
病
院
統
廃
合
の
リ
ス
ト
撤
回
を
求
め
よ
。

碧
南
市
民
病
院
の
名
誉
に
か
け
て
求
め
る
べ
き
。

２
．
18
歳
ま
で
の
通
院
医
療
費
の

無
料
化
に
つ
い
て

⑴
通
院
の
２
０
２
２
年
度
予
算
と
見
込
み
件
数
、
現

在
ま
で
の
実
施
件
数
と
費
用
は
。

⑵
全
国
で
18
歳
ま
で
の
完
全
医
療
費
無
料
化
の
実
施

状
況
は
。

⑶
碧
南
市
で
は
、
中
学
生
の
入
院
費
５
０
０
万
円
通

院
費
５
０
０
０
万
円
。
高
校
生
な
ら
も
っ
と
少
な

く
３
０
０
０
万
円
で
も
実
施
で
き
る
の
で
は
。

⑷
先
端
の
町
、
津
波
の
町
で
は
、
若
い
人
た
ち
を
呼

び
寄
せ
に
く
い
。
幸
田
町
に
続
き
、
碧
南
市
で
18

歳
ま
で
医
療
費
完
全
無
料
化
に
し
て
活
性
化
を
。

３
．
生
徒
指
導
提
要
の
改
正
に
つ
い
て

⑴
12
年
ぶ
り
の
改
訂
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

⑵
校
則
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
な
ど
、
具
体
的
な
実

施
状
況
は
。

⑶
提
要
の
教
師
、
保
護
者
、
児
童
へ
の
周
知
や
徹
底

は
。

⑷
ブ
レ
ザ
ー
制
服
へ
の
切
り
替
え
に
つ
い
て
。

ア
、
３
種
類
の
制
服
に
対
す
る
保
護
者
の
反
応
は
。

イ
、
制
服
購
入
補
助
を
。

ウ
、
就
学
援
助
受
給
者
へ
の
補
助
は
、
物
価
高
騰

支
援
と
し
て
も
受
給
対
象
を
現
行
の
生
活
保
護

基
準
の
１
．
２
倍
か
ら
知
立
市
並
み
の
１
．
４
倍

に
せ
め
て
引
き
上
げ
る
べ
き
。

山
口
は
る
み
議
員

12
月
12
日
㈪
２
番
目

１
．
統
一
協
会
の
反
社
会
性
と

市
長
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て

⑴
市
長
は
、
こ
の
間
国
会
議
員
や
閣
僚
が
統
一
協
会

と
の
か
か
わ
り
で
辞
任
し
た
こ
と
に
つ
い
て
ど
う

受
け
止
め
て
い
る
の
か
。

⑵
自
ら
関
係
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
の
実
行
委
員
長
な
ど

行
っ
て
、
広
告
塔
と
な
り
「
お
墨
付
き
」
を
与
え

た
責
任
を
感
じ
て
い
る
の
か
。

⑶
統
一
協
会
・
勝
共
連
合
の
教
義
、
思
想
に
つ
い
て

の
反
社
会
性
に
つ
い
て

ア
、
集
団
結
婚
式
、
養
子
縁
組
、
子
ど
も
の
お
金

ま
で
献
金
、
宗
教
の
押
し
付
け
な
ど
明
確
な
人
権

侵
害
と
思
わ
れ
る
。
行
政
の
ト
ッ
プ
と
し
て
、
こ

う
い
う
反
社
会
的
団
体
と
具
体
的
に
ど
う
か
か
わ
っ

て
き
た
の
か
。
今
後
ど
う
す
る
の
か
。

イ
、
日
本
は
サ
タ
ン
の
国
、
韓
国
本
部
に
献
金
の
多

く
を
送
金
、
日
本
国
憲
法
を
改
悪
す
る
、
反
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
な
ど
内
政
干
渉
と
、
日
本
と
日
本
国

民
を
敵
視
す
る
「
反
日
」
思
想
に
対
し
て
、
行
政

の
ト
ッ
プ
と
し
て
「
法
順
守
」
の
立
場
に
あ
る
市

長
の
見
解
を
。
関
係
を
絶
た
な
い
の
か
。

ウ
、
反
共
産
主
義
の
思
想
の
統
一
協
会
と
勝
共
連
合

は
、
ヒ
ト
ラ
ー
、
ナ
チ
ズ
ム
、
戦
争
中
の
軍
国
日

本
と
同
じ
。
自
由
と
民
主
主
義
を
守
る
立
場
か
ら
、

反
共
思
想
を
容
認
で
き
な
い
の
で
は
。
市
長
の
見

解
を
求
め
る
。

⑷
市
長
自
ら
統
一
協
会
と
の
関
係
を
明
ら
か
に
。
「
碧

南
市
長
」
の
名
で
広
告
塔
、
お
墨
付
き
を
与
え
た

こ
と
に
謝
罪
と
反
省
を
市
民
に
示
せ
。
今
後
一
切

統
一
協
会
と
決
別
す
る
こ
と
を
宣
言
す
べ
き
。
解

散
命
令
の
対
象
と
な
る
反
社
会
的
な
団
体
を
行
政

か
ら
一
掃
す
る
こ
と
を
全
庁
に
徹
底
す
る
こ
と
。

２
．
学
校
給
食
の
無
償
化
を

⑴
義
務
教
育
無
償
化
の
大
前
提
に
つ
い
て
、
ど
う
理

解
し
て
い
る
の
か
。

⑵
全
国
で
の
完
全
無
償
化
が
広
が
っ
て
い
る
。
実
施

自
治
体
の
件
数
は
。

⑶
約
３
億
円
の
給
食
費
無
償
化
財
源
は
地
産
地
消
と

し
て
、
農
家
、
漁
師
な
ど
の
産
業
補
助
と
し
て
行
う

こ
と
も
。

⑷
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の
実
施
を
。
刈
谷
市
な
ど
大

量
調
理
の
セ
ン
タ
ー
方
式
で
も
除
去
食
を
実
施
し
て

い
る
。
い
つ
ま
で
も
、
実
施
棚
上
げ
で
な
く
前
進
の

工
夫
と
改
善
を
す
べ
き
。

⑸
安
全
で
、
最
良
の
環
境
を
享
受
す
る
子
ど
も
の
権

利
と
し
て
も
実
施
を
求
め
る
。

３
．
加
齢
難
聴
の
補
聴
器
補
助
を

⑴
今
ま
で
「
ピ
ッ
タ
リ
あ
う
入
れ
歯
に
」
と
保
険
適

用
。
白
内
障
眼
内
レ
ン
ズ
の
保
険
適
用
な
ど
、
国

民
の
運
動
で
前
進
し
て
き
た
。
加
齢
に
よ
る
難
聴

の
改
善
に
補
聴
器
補
助
や
保
険
適
用
が
必
須
。

⑵
全
国
の
補
助
実
施
状
況
は
。

⑶
碧
南
市
で
実
施
す
る
場
合
の
予
算
見
込
み
は
。

《
裏
面
に
つ
づ
く
》
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戦
争
法
廃
止
改
憲
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

12
月
19
日
（
月
曜
日
）

午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

東
浦
町
6
ー
17

（
日
進
小
学
校
南

）

映
画
「
百
年
と
希
望
」上
映

刈
谷

12
月
18
日
午
後
２
時
～

刈
谷
市
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル

共
通
券
：
９
９
９
円
（
障
が
い
者
、
18
歳
以
下
無
料
）

取
扱
い

山
口
０
９
０
・
８
５
４
２
・
０
７
６
４

岡
本

守
正
議
員
の
視
察
報
告

11
月
14
日
～
16
日
ま
で
、
福
岡
県
北
九
州
市
、
大
分
県
竹
田
市
、

岡
山
県
岡
山
市
を
福
祉
健
康
委
員
会
の
視
察
と
し
て
参
加
し
た
の
で

報
告
し
ま
す
。

福
岡
県
北
九
州
市

人
口
９
４
０
，
５
８
５
人
で
、
北
九
州
市
ヤ
ン

グ
ケ
ア
ラ
ー
相
談
支
援
窓
口
の
開
設
に
つ
い
て
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

北
九
州
市
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
相
談
支
援
窓
口
を
設
け
、
「
子

ど
も
の
子
ど
も
ら
し
い
生
活
の
た
め
に
」
な
ん
で
も
話
し
て
み
て
と
、

頑
張
っ
て
見
え
ま
し
た
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
早
期
発
見
の
た
め
の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
が
、

作
成
さ
れ
内
容
は
、

１
、
子
ど
も
の
権
利
が
守
ら
れ
て
い
る
か
ど
う
か
、

①
健
康
に
生
き
る
権
利
。

②
教
育
を
受
け
る
権
利
。

③
子
ど
も
ら
し
く
過
ご
せ
る
権
利
。

２
、
家
族
の
状
況
・
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
」
か
ど
う
か
の
確
認
、

①
家
族
構
成
（
同
居
し
て
い
る
家
族
）

②
サ
ポ
ー
ト
が
必
要
な
家
族
の
有
無
と
そ
の
状
況
。

③
子
ど
も
が
行
っ
て
い
る
サ
ポ
ー
ト
の
内
容
。

３
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
状
況
・
サ
ポ
ー
ト
の
実
態
、

①
子
ど
も
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
相
手
。

②
子
ど
も
が
サ
ポ
ー
ト
に
費
や
し
て
い
る
時
間
。
家
族
内
に
子
ど
も

本
人
以
外
に
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
が
い
る
か
。

４
、
子
ど
も
本
人
の
認
識
や
意
向
、

①
子
ど
も
自
身
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で
あ
る
こ
と
へ
の
認
識
。

②
家
族

の
状
況
や
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
誰
か

に
話
せ
て
い
る
か
。

③
子
ど
も
本
人
が
相
談
で
き
る
、
理
解
し
て
く
れ
て
い
る
と
思
え
る

相
手
が
い
る
か
。
④
子
ど
も
本
人
の
想
い
・
希
望
。

こ
の
内
容
で
、
小
中
学
校
・
高
校
全
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。
26

人
か
ら
相
談
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
学
校
、
民
生
児
童
委
員
と
の
連

携
は
大
事
で
す
。

大
分
県
竹
田
市

人
口
２
０
，
６
８
５
人
で
、
「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
構
築
の
取
組
み
に
つ
い
て
」
勉
強
し
て
き
ま
し
た
。

竹
田
市
は
、
高
齢
化
率
が
４
９
．
１
％
で
全
国
一
番
の
高
さ
で
す
。

３
年
後
に
は
５
０
．
７
％
の
見
込
み
で
す
。
認
知
症
高
齢
者
の
数
は
、

約
２
千
人
で
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
は
、
保
険
者
で
あ
る
市
町

村
が
、
地
域
の
自
主
性
や
主
体
性
に
基
づ
き
、
地
域
の
特
性
に
応
じ

て
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

岡
山
県
岡
山
市

人
口
７
０
６
，
３
２
２
人
「
在
宅
介
護
総
合
特

区
に
つ
い
て
」
研
修
し
ま
し
た
。

岡
山
市
の
総
合
特
区
が
目
指
す
姿
は
、
要
介
護
と
な
っ
て
も
住
み

慣
れ
た
地
域
で
生
活
を
す
る
た
め
に
、
福
祉
用
具
貸
与
、
訪
問
介
護
、

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
か
ら
、
地
域
の
企
業
、
団
体
に
就
労
・
社
会
参
加
を

進
め
て
い
ま
す
。
介
護
事
業
所
が
軽
作
業
、
箱
作
り
、
事
業
所
の
見

守
り
清
掃
、
農
産
物

の
栽
培
、
加
工
、
袋

詰
め
、
パ
ン
や
ピ
ザ

等
の
製
造
や
販
売
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
介
護
事

業
所
に
い
る
だ
け
で

な
く
、
軽
作
業
が
出

来
る
人
は
地
域
社
会

が
受
け
皿
に
な
り
、

社
会
参
加
・
就
労
活

動
や
、
自
主
的
な
活

動
が
で
き
る
よ
う
機

能
し
て
い
る
こ
と
は

碧
南
市
で
も
学
ぶ
必

要
が
あ
り
ま
す
。

《
表
面
か
ら
の
つ
づ
き
》

４
．
気
候
危
機
打
開
の
た
め
に

⑴
環
境
審
議
会
の
開
催
状
況
と
審
議
内
容
は
。

⑵
２
０
３
０
年
、
２
０
５
０
年
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標
の
見
直
し
は
。

今
後
の
見
通
し
は
。

⑶
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
年
次
目
標
数
字
と
、
そ
の
た
め
の
施
策
は
。

⑷
物
価
高
騰
、
外
国
か
ら
の
輸
入
原
料
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策

の
見
直
し
の
チ
ャ
ン
ス
。

⑸
省
エ
ネ
補
助
、
再
エ
ネ
補
助
見
直
し
引
上
げ
や
、
Ｚ
Ｅ
Ｈ
・

Ｚ

Ｅ
Ｂ
（
自
家
発
電
し
自
家
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
ゼ
ロ
住

宅
と

ビ
ル
）
を
普
及
推
進
す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
を
。


